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Ⅳ. 大型プロジェクト 

1. 若手研究者インターナショナル・トレーニング・プログラム(ITP-HOPE) 

日本学術振興会の支援事業である。事業名「人類進化の霊長類的起源の解明に向けた若手研究者育成国際プログ

ラム HOPE」、英文「International Training Program for Young Researchers : 

Primate Origins of Human Evolution (HOPE)」。平成 21-25 年度の 5 年間の事業の 4 年目である。 

霊長類研究所は、霊長類研究における国内唯一のセンターとして、また国際的な研究拠点としての役割を果たし

てきた。霊長類以外の動物に研究を展開するために 2008 年に野生動物研究センターを発足させた。京都大学霊長

類研究所と野生動物研究センターの研究をもとに、「ワイルドライフ・サイエンス」と呼べる新たな学問領域の確

立をめざしている。日本の霊長類学の世界におけるリーダーシップをより強固にするために、2004 年から始まっ

た日本学術振興会先端研究拠点事業 HOPE プロジェクト(「人間の進化の霊長類的起源」の研究)によって、欧米で

核となって霊長類学を推進する 6 つのパートナー機関との間で相互訪問や共同研究を行い、その成果を公表する

ための国際シンポジウムを日本で毎年開催してきた。 

平成 24 年度の事業目標達成状況としては、過去 3 年間と同様に着実にパートナー機関との交流を深めることが

できた。3 つの特筆すべき点がある。 

第１は、日本人の若手研究者によって、世界各地で霊長類およびその他の絶滅危惧の動物を対象とした野外研究

が進展したことである。それにともなって若手研究者による学術論文等の成果が出始めた。 

第 2 は、AS-HOPE と呼ぶ別途資金での 3 年間の助成(平成 22-24 年度合計で、31 カ国、合計 230 人、5505 人日の

派遣)との相互補完的な相乗効果で、野外の研究基地が通年で運営されるような体制が整ってきたことである。と

くに、ブラジルのアマゾンでの野外研究の端緒が開かれた。 

第 3 は、国際集会の開催 3 件(4 月京都の野生チンパンジー、11 月ボルネオの野生オランウータン、12 月新祝園

の国際高等研究所の主催による「心の進化的起源」)で、外国人研究者との交流が深まった。そうした国際化をも

とに、外国人の大学院留学生の希望が増え、国際霊長類学・野生動物コースを受験して入学するものが増え、結果

として大学院生および PD における外国人比率が 20％を超えるまでになった。 

以上の成果をもとに、「ワイルドライフ・サイエンス」と呼べる新しい研究領域の展開が展望できるようになっ

た。派遣実績は以下のとおりである。 

派遣者氏名 所属 職名等 派遣先国名 派遣先機関・組織等名 派遣開始日 派遣終了日 
派遣

日数

藤澤道子 野生動物研究センター 特定助教 ギニア ボッソウ環境研究所 H24.10.13 H24.12.19 68

中林雅 野生動物研究センター 博士課程 1 年 マレーシア サバ大学 H24.6.16 H24.10.7 114

水口大輔 野生動物研究センター 修士課程 2 年 アメリカ 
カリフォルニア大学 
サンディエゴ校 

H24.7.20 H24.9.26 69

森村成樹 野生動物研究センター 特定助教 ギニア ボッソウ環境研究所 H24.4.10 H24.6.15 67

仲澤伸子 野生動物研究センター 修士課程 1 年 タンザニア タンザニア野生動物研究所 H24.5.30 H24.11.9 164

徳山奈帆子 霊長類研究所 修士課程 2 年 コンゴ民主 生態森林研究センター H24.5.26 H24.11.27 186

松田一希 霊長類研究所 特定助教 ウガンダ ムバララ科学技術大学 H24.9.20 H24.11.19 61

山本真也 霊長類研究所 特定助教 コンゴ民主 生態森林研究センター H24.9.16 H24.11.29 75

坂巻哲也 霊長類研究所 研究員 コンゴ民主 生態森林研究センター H24.5.26 H24.8.20 87

金田大 野生動物研究センター 研究員 タンザニア タンザニア野生動物研究所 H24.5.21 H24.11.1 165

鈴村崇文 野生動物研究センター 技術職員 タンザニア タンザニア野生動物研究所 H24.8.17 H24.8.26 10

俣野正 霊長類研究所 事務長 マレーシア サバ大学 H24.11.19 H24.11.27 9

上垣泰浩 霊長類研究所 研究助成掛長 マレーシア サバ大学 H24.11.19 H24.11.27 9

前田典彦 霊長類研究所 技術職員 マレーシア サバ大学 H24.11.19 H24.11.27 9

FBBercovitch 霊長類研究所 特定教授 アメリカ 
カリフォルニア大学 
サンディエゴ校 

H24.11.16 H24.11.29 14

DA Hill 霊長類研究所 客員教授 台湾 
国立台湾大学 

生態学與演化生物学研究所 
H24.12.21 H24.12.30 10

松沢哲郎 霊長類研究所 教授 アメリカ ハーバード大学 H25.2.13 H25.2.21 9

松沢哲郎 霊長類研究所 教授 マレーシア マレーシア科学大学 H25.3.3 H25.3.9 7
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松沢 哲郎 霊長類研究所 教授 中国 雲南財経大学 H25.3.23 H25.3.27 5

FBBercovitch 霊長類研究所 特定教授 アメリカ 
カリフォルニア大学 

サンディエゴ校 

2013/3/14 
2013/3/16 
2013/3/24 

2013/3/14
2013/3/22
2013/3/28

13

DA Hill 霊長類研究所 客員教授 台湾 
国立台湾大学 

生態学與演化生物学研究所 
H25.2.23 H25.3.5 11

田中 正之 野生動物研究センター 准教授 ラオス ラオス国立ナショナル大学 H25.3.24 H25.3.30 7

杉浦 秀樹 野生動物研究センター 准教授 マレーシア サバ大学 H25.3.11 H25.3.18 8

平成 24 年度の合計は以上の、若手研究者 10 件および担当教職員 13 件の計 23 件である。派遣日数は、若手研究

者 1,056 日および担当教職員 121 日の計 1,177 日となった。経費総額は、15,223,000 円だった。(文責：松沢哲郎) 
 

 

2. 組織的な若手研究者等海外派遣プログラム(AS-HOPE) 

事業名「人間の本性の進化的起源に関する先端研究」、英文は「The advanced studies on the evolutionary origins of 
human nature」、略称は AS-HOPE. 事業期間、平成 22 年 3 月 1 日から平成 25 年 2 月 28 日までの 3 年間。事業実

施総額 77,819 千円。 

本事業の実績として２つ挙げる。第１は、国際化した新しい霊長類学の創出である。国際霊長類学･野生動物系

という大学院の受け皿を作って、英語で教育する英語コースを開設し、若手研究者を海外から呼び込むと同時に日

本の若手研究者を多数海外に送り出すことができた。第２は、霊長類以外の野生動物を対象にした研究の推進であ

る。平成 24 年度の特記事項としては、アマゾン合宿をおこなった。教員・大学院生がブラジルの国立アマゾン研

究所と連携して、現地で野外調査と国際シンポジウムを開催した。 

平成 24 年度の派遣実績は以下のリストのとおりである。 

派遣者等氏名 所属 職位 渡航先の国等 派遣先の研究機関・組織等名 派遣開始日 派遣終了日 
派遣

日数 

Ryu, Heung Jin 霊長類研究所 修士課程 2 年 コンゴ民主 ルオー川学術保護区 H24.5.25 H24.9.27 126 

西岡 佑一郎 霊長類研究所 博士課程 2 年 
インド ボンベイ自然史博物館 H24.5.27 H24.6.3 8 

ミャンマー イラワジ発掘地域 H24.6.4 H24.6.17 14 

高井 正成 霊長類研究所 教授 ミャンマー イラワジ発掘地域 H24.6.4 H24.6.17 14 

阿部 秀明 
野生動物研究

センター 
教務補佐員 英国 

エジンバラ王立外科医学院、エジン

バラ動物園、ロンドン動物園 
H24.6.21 H24.6.30 10 

鈴木 南美 霊長類研究所 博士課程 2 年 スウェーデン
ストックホルム国際会議場、リンショ

ーピン大学 
H24.6.22 H24.6.30 9 

安井 早紀 
野生動物研究

センター 
博士課程 2 年 タイ 

スリン・エレファント・スタディ・センタ

ー 
H24.6.22 H24.9.30 101 

小林 俊介 
野生動物研究

センター 
修士課程 2 年 マレーシア カビリ・セピロク保存林 H24.7.7 H24.11.2 119 

Sojung Han 霊長類研究所 修士課程 2 年 ウガンダ カリンズ森林保護区 H24.7.9 H24.10.3 87 

寺田 佐恵子 霊長類研究所 博士課程 1 年 コンゴ民主 ワンバ村周辺地域 H24.7.28 H24.9.27 62 

柳澤 章広 理学部 学部 2 年 ケニア ラトガース大学フィールドスクール H24.7.30 H24.8.28 30 

久世 濃子 
野生動物研究

センター 

学振特別研究員

（PD) 
マレーシア ダナムバレー森林保護区 H24.8.3 H24.8.19 17 

飯田 恵理子 
野生動物研究

センター 
博士課程 2 年 タンザニア ウガラ地域ングエ調査地 H24.8.6 H24.10.15 71 

Fred Bercovitch 霊長類研究所 特定教授（G30） ウガンダ カリンズ森林保護区 H24.8.6 H24.8.23 18 

澤田 晶子 霊長類研究所 教務補佐員 スウェーデン ルンド大学 H24.8.10 H24.8.19 10 

吉田 友教 霊長類研究所 特定助教 メキシコ カンクンコンベンションセンター H24.8.11 H24.8.19 9 

Christopher 

Martin 
霊長類研究所 研究員 メキシコ カンクンコンベンションセンター H24.8.11 H24.8.20 10 

Rafaela Sayuri 

Cicalise Takeshita 
霊長類研究所 修士課程 1 年 メキシコ カンクンコンベンションセンター H24.8.11 H24.8.19 9 

Porrawee 

Pomchote 
霊長類研究所 博士課程 1 年 タイ 

チュラロンコーン大学、サイアムシテ

ィホテル 
H24.8.15 H24.9.27 44 

伊左治 美奈 霊長類研究所 教務補佐員 ウガンダ カリンズ森林 H24.8.19 H24.10.15 58 

山本 真也 霊長類研究所 特定助教 ブータン 
ブータン王立大学、ブータン王立自

然保護協会、王立ブータン研究所 
H24.8.24 H24.9.2 10 

平崎 鋭矢 霊長類研究所 准教授 タイ サイアムシティホテル H24.8.26 H24.8.30 5 
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田和 優子 
野生動物研究

センター 
修士課程 2 年 マレーシア 

熱帯雨林研究センター、ベラム・テメ

ンゴール自然保護区 
H24.9.5 H24.10.4 30 

山本 英実 教育学部 学部 3 年 マレーシア オランウータン島、ＢＪ島 H24.9.6 H24.9.11 6 

金森 朝子 霊長類研究所 研究員 マレーシア ダナムバレー森林保護区 H24.9.10 H24.9.20 11 

西江 仁徳 
野生動物研究

センター 
教務補佐員 タンザニア マハレ山塊国立公園 H24.9.11 H24.11.9 60 

伊藤 英之 
野生動物研究

センター 
博士課程 2 年 オーストリア ウィーン獣医大学、ウィーン動物園 H24.9.18 H24.9.25 8 

大谷 洋介 霊長類研究所 博士後期過程 2 年 マレーシア 
マレーシアサバ大学、キナバタンガン

下流生物サンクチュアリ 
H24.10.6 H24.12.25 81 

辻 大和 霊長類研究所 助教 インドネシア 
ボゴール農科大学 

パンガンダラン自然保護区 
H24.10.7 H24.12.30 85 

ユ リラ 霊長類研究所 博士課程 1 年 ギニア ボッソウ環境研究所 H24.10.13 H24.11.15 34 

佐々木 友紀子 
野生動物研究

センター 
博士課程 3 年 ブラジル 

国立アマゾン研究所・アマゾン川流

域・マミラウア自然保護区 
H24.10.16 H24.11.8 24 

若森 参 霊長類研究所 修士課程 1 年 
タイ 

チュラロンコーン大学、ワットタムパー

マックホー寺 
H24.10.18 H25.1.27 47 

ラオス ドンアンファン国立保護区 H24.11.17 H25.1.10 55 

吉田 弥生 
野生動物研究

センター 
博士課程 3 年 

ブラジル 
国立アマゾン研究所・自然史博物館・

アマゾン川流域 
H24.10.20 H24.10.30 11 

アルゼンチン バルデス半島一帯 H24.10.31 H24.11.11 12 

クレア・ワトソン 霊長類研究所 研究員 ブラジル 国立アマゾン研究所 H24.10.20 H24.11.1 13 

飯田 恵理子 
野生動物研究

センター 
博士課程 2 年 ブラジル 国立アマゾン研究所 H24.10.20 H24.11.1 13 

安井 早紀 
野生動物研究

センター 
博士課程 2 年 ブラジル 国立アマゾン研究所 H24.10.20 H24.11.1 13 

澤栗 秀太 
野生動物研究

センター 
博士課程 1 年 ブラジル 国立アマゾン研究所 H24.10.20 H24.11.1 13 

中林 雅 
野生動物研究

センター 
博士課程 1 年 ブラジル 国立アマゾン研究所 H24.10.20 H24.11.1 13 

水口 大輔 
野生動物研究

センター 
修士課程 2 年 ブラジル 国立アマゾン研究所 H24.10.20 H24.11.1 13 

田和 優子 
野生動物研究

センター 
修士課程 2 年 ブラジル 国立アマゾン研究所 H24.10.20 H24.11.1 13 

木下 こづえ 
野生動物研究

センター 

学振特別研究員

（PD) 
ブラジル 国立アマゾン研究所 H24.10.20 H24.11.1 13 

植田 彩容子 
野生動物研究

センター 
特別研究学生 ブラジル 国立アマゾン研究所 H24.10.20 H24.11.1 13 

村山 美穂 
野生動物研究

センター 
教授 ブラジル 国立アマゾン研究所 H24.10.21 H24.10.30 10 

杉浦 秀樹 
野生動物研究

センター 
准教授 ブラジル 国立アマゾン研究所 H24.10.21 H24.10.30 10 

田中 正之 
野生動物研究

センター 
准教授 ブラジル 国立アマゾン研究所 H24.10.21 H24.10.30 10 

森阪 匡通 
野生動物研究

センター 
特定助教 ブラジル 国立アマゾン研究所 H24.10.21 H24.10.30 10 

湯本 貴和 霊長類研究所 教授 ブラジル 国立アマゾン研究所 H24.10.21 H24.10.30 10 

中村 美知夫 
野生動物研究

センター 
准教授 ブラジル 国立アマゾン研究所 H24.10.22 H24.10.30 9 

松川 あおい 
野生動物研究

センター 
博士課程 2 年 マレーシア 

カビリ・セピロク自然保護区、サバ州

立大学 
H24.10.22 H25.2.26 128 

原 暢 霊長類研究所 修士課程 2 年 アメリカ モスコーンセンター H24.11.5 H24.11.11 7 

友永 雅己 霊長類研究所 准教授 マレーシア ダナムバレー自然保護区 H24.11.19 H24.11.27 9 

川口 ゆり 文学部 学部 1 年 マレーシア ダナムバレー自然保護区 H24.11.19 H24.11.27 9 

小寺 郁実 総合人間学部 学部 4 年 マレーシア ダナムバレー自然保護区 H24.11.19 H24.11.27 9 

 山本 英実 教育学部 学部 3 年 マレーシア ダナムバレー自然保護区 H24.11.19 H24.11.27 9 

Cintia Garai 霊長類研究所 博士課程 1 年 コンゴ民主 ルオー川学術保護区 H24.11.24 H25.2.26 95 

岸田 拓士 霊長類研究所 研究員 アメリカ デューク大学 H24.12.2 H24.12.24 23 

澤栗 秀太 
野生動物研究

センター 
博士課程 1 年 インド 

インド科学大学生態学センター、ムド

ゥマライ国立公園 
H24.12.5 H25.2.28 86 

早川 卓志 霊長類研究所 博士課程 1 年 ギニア ボッソウ環境研究所 H24.12.16 H25.1.27 43 

松沢 哲郎 霊長類研究所 教授 ギニア ボッソウ環境研究所 H24.12.16 H25.1.6 22 



 

83 
 

久世 濃子 
野生動物研究

センター 

学振特別研究員

（PD) 
マレーシア ダナムバレー森林保護区 H25.1.14 H25.1.21 8 

Andrew MacIntosh 霊長類研究所 特定助教（G30） マレーシア 
マレーシアサバ大学 

マナングル川流域 
H25.1.21 H25.2.5 16 

松井 淳 霊長類研究所 研究員 アメリカ 
デューク大学、チャールストン大学、

ニューヨーク大学 
H25.1.28 H25.2.15 19 

金森 朝子 霊長類研究所 研究員 マレーシア 
ダナムバレー森林保護区、サバ多様

性センター 
H25.2.11 H25.2.17 7 

平田 聡 霊長類研究所 特定准教授 アメリカ サンディエゴ動物園 H25.2.24 H25.2.28 5 

森村 成樹 
野生動物研究

センター 
特定助教 アメリカ サンディエゴ動物園 H25.2.24 H25.2.28 5 

那須 和代 

（一般管理費） 

野生動物研究

センター 
特任研究員 タンザニア セレンゲティ国立公園他 H24.8.17 H24.8.26 10 

平成 24 年度の合計は以上の 65 件、延べ派遣日数の合計は 1,991 日、経費総額は 29,281,483 円（うち、1 件は一般

管理費による派遣実績で、派遣日数 10 日、487,642 円）であった。 
3 年間の事業期間中に、学生を含む若手研究者および担当教員 延べ人数 204 名が、延べ派遣日数 5,505 日間にわた

り海外での研究を行った。  
(文責：松沢哲郎) 

 
 

3. 最先端研究基盤事業：心の先端研究のための連携拠点(WISH)構築 

事業名「心の先端研究のための連携拠点（WISH)構築）」。略称「心の先端研究 WISH 事業」。事業実施機関は京

都大学（心理学・認知科学等を実施する大学等の 8 研究機関連携、事業代表者：松沢哲郎）。事業概要は、ヒト，

チンパンジー等の比較認知実験等をおこなうネットワーク研究拠点を整備し，心理学，認知科学，脳科学や社会

科学の分野を超えた学際研究を行い，他者との相互作用による心のはたらきを解明するための先端研究を推進す

る。実施期間 3 年間、平成 22-24 年度。平成 24 年度の補助金額は 4 億円。本事業により、比較認知科学実験設備

として、大型ケージ犬山 1 号機と犬山 2 号機を設置し 1 号機の運用を開始した。また熊本 1 号機の運用も開始し 2

号機も年度末に設置した。合計 4 セットの大型ケージが設置されケージ間の連絡回廊もできた。これにより自由

に離合集散する群れ全体を研究対象としつつ、顔認証システムの導入で 1 人ひとりを個体識別したうえでの社会

交渉実験が可能になった。また遠隔地からの操作による実験を準備している。「ヒト・チンパンジー・ボノボのヒ

ト科３種の比較認知科学実験」を実現する第一歩を踏み出せたといえる。なお人間を研究対象にした fMRI 設備に

ついては、平成 23 年度末に京大本部構内病院西地区にシーメンス社（3 テスラ）を導入し、こころの未来研究セ

ンターが運用を開始した。心の先端研究 WISH 事業を実施する中核組織として、京都大学に「心の先端研究ユニ

ット」が発足し、心理学・認知科学を標榜する京大の 11 部局 67 名の教員が参加した（平成 24 年度のユニット長：

教育学研究科・子安増生）。なお詳細は、以下の HP を参照されたい。http://www.kokoro-kyoto.org。  

（文責：松沢哲郎） 

4. アジア・アフリカ学術基盤形成事業：ヒト科類人猿の環境適応機構の比較研究 

事業の目的 

チンパンジー(Pan)属のチンパンジーとボノボは熱帯多雨林からサバンナウッドランドにいたる多様な環境に生息

しており、それぞれの地域で様々な社会構造や道具使用を発達させて食物環境とその年変動・季節変動に対応して

いる。これらの種の環境適応戦略の進化を地域間の比較を通じて解明することは、類人猿の進化の解明にとどまら

ず、Pan 属との共通祖先から派生してより乾燥した地域で生き残り、そこから世界のあらゆる環境に進出したヒト

の進化の出発点を探る上でも、きわめて重要である。京都大学霊長類研究所は、その教員が代表を務める Pan 属の

長期調査地をギニア共和国のボッソウ、コンゴ民主共和国のワンバ、ウガンダ共和国のカリンズと 3 カ所ももつ。

この研究交流の目標は、これら 3 国の 6 つの拠点機関との人的交流と共同研究によって共同研究のネットワークを

確立し、Pan 属の生態学的・進化学的な研究の世界的な核を形成することにある。 

平成 24 年度の研究交流成果 

研究協力体制の構築状況 

霊長類研究所で 10 月 26 日～11 月 14 日まで 23 日間にわたって「霊長類個体群の保全に関する研究手法」というワ
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ークショップを開催し、6 つの拠点機関から 6 名と欧米人専門家 2 名を招へいしたほか、他費により 3 つの拠点機

関から 3 名の代表者と欧米人専門家 2 名を招へいし、本研究プロジェクトを推進するための様々なレクチャーを行

うとともに、今後の共同研究の進め方や最終的な目標であるアフリカ霊長類学会の設立に向けた取り組みなどにつ

いての議論を重ねた。 
2013 年 1 月に実施した交流プログラムでは、ウガンダ及びギニアの 4 拠点の研究者 4 名をコンゴ民主共和国の 2
つの拠点に派遣し、研究活動の視察と相互の研究成果の報告、共同研究に向けた討論等をおこなった。 

学術面の成果 

コンゴ民主共和国のルオー保護区のボノボとウガンダ共和国のカリンズ森林保護区のチンパンジーを対象として、

孤立個体群の遺伝的多様性の劣化とヒトから類人猿の感染する感染症の調査のための糞尿サンプルを、組織的かつ

継続的に収集した。さらに、これらのサンプルの分析によって、ボノボの生息域全域にわたる遺伝子型の分布様式

と、孤立集団における遺伝的多様性の劣化を明らかにした論文を発表した。 

研究・保護活動が類人猿の保護にどのように貢献しているかを分析する世界の多くの研究者との共著論文を出版し

た。 

若手研究者養成 

日本人若手研究者については、3 名が 3 カ国に出張し、アフリカ側研究者および現地調査補助員と協力して遺伝的

多様性と人獣共通感染症のモニタリングのためのサンプル収集を行った。また、霊長類研究所で行ったワークショ

ップには、アフリカ 6 拠点から 6 名の若手研究者が参加したほか、日本側参加研究者も含めて多数の日本人若手研

究者が参加し、近年の研究の動向に関する知見を深め、遺伝子分析や地理情報システム(GIS)の利用法のトレーニ

ングを積んだほか、国際感覚の育成、会議等運営のノウハウの習得等多くのことを学んでもらうことができた。 

社会貢献 
本研究プロジェクトの一環として、国際自然保護連合によるボノボの保護のアクションプラン作りに参加し、

2013 年 1 月に出版した。 
1973 年以来野生ボノボの研究を進めてきたルオー学術保護区に隣接する地域に、African wildlife foundation、Foret 

de Bonobo(ローカル NGO)との協力で、あらたにイオンジ・コミュニティー・ボノボ保護区を設立した。 
 (文責：古市剛史) 

 

5. 環境省 環境研究総合推進費：高人口密度地域における孤立した霊長類個体群の持続的

保護管理に関する研究 

 本研究では、20 年後の世界に多くの霊長類種が将来にわたって存続可能な状態で残っていることを究極の目的

とし、孤立個体群の存続のリスク要因に関する学術的な研究と保護政策への提言を、これまで日本人研究者が深く

関わってきたアフリカ、アジア、日本のフィールドで実施してきた。3 年計画の最終年度である本年度の成果は以

下の通りである。 

1) 最小存続可能集団の定義にむけた孤立個体群の生態学的・集団遺伝学的研究 

・GIS を用いたボノボの生息地評価を行い、保護区としてカバーされていない生息適地を割り出した。そのひとつ

であるイオンジ地区については、これまでの活動の結果、2012 年 4 月にイオンジ・ボノボ・コミュニティ・リザ

ーブの設立がコンゴ民主共和国環境省によって認可された。 

・糞サンプルから抽出する DNA の分析により、個体群間の交流、個体群の成立過程、個体群の適応度が遺伝子多

型の地域分布におよぼす影響を解析する手法を開発した。 

・ボノボの生息域全域にわたる 7 つの地域個体群を対象に、遺伝子変異の分布と個体群内の遺伝的多様性を調べた。

これにより、ボノボの遺伝子変異の分布が 3 つのコホートに分けられること、他から孤立した個体群では遺伝的多

様性の低下が見られることがわかった。 

2) 孤立個体群における人獣共通感染症のリスクアセスメントとサーベイランス 

・前年度に引き続き、類人猿の各生息域における感染流行状況のサーベイランスを継続するとともに、ウエスタン

ブロット法による確定検査法を確立・実施した。 

・ボノボの野生個体群で、きわめて多くの個体がヒト由来の呼吸器感染症ウイルスに感染していることを初めて明

らかにした。また、抗ウイルス抗体保有率に大きな地域差があることを明らかにした。これらの情報をもとに、感

染拡大防止のための研究者や研究補助者、観光客等による観察方法に関するガイドラインについて検討を進めた。
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3) 孤立個体群の現状分析と生息地の維持・回復のための生態学的・社会学的研究 

・データベースで得られたパラメーターを用い、下北半島のニホンザルをモデルにした存続予測分析を行い、観察

値とうまく合致することを確認した。 

・下北半島のニホンザルの個体数の将来予測を行い、現在の保護管理計画による個体数調整(個体群の 3.5%を除去)
の効果を推定した。 

 以上の研究成果をもとに、国際自然保護連合のワークグループに参加し、ボノボの保護に関するアクションプラ

ンを作成して出版した。 
(文責：古市剛史) 

 
 

6. 頭脳循環プログラム 

「人間らしさの霊長類的起源をさぐる戦略的国際共同研究」 

最先端研究開発戦略的強化費補助金による，若手研究者の人材育成と国際共同研究の有機的連携による事業の推

進として実施される，頭脳循環を活性化する若手研究者海外派遣プログラムである。平成22年度10月から開始され

た通算１年以上滞在する長期派遣事業であり，平成25年3月31日までの3年度実施されたものである。平成22年度

6,100,000円，23年度14,330,000円，24年度16,541,000円，2年半で合計36,971,000円が措置された。 
本プログラムは，イギリス、オランダ、ドイツ、マダガスカル、ウガンダにおいて、長期滞在派遣事業として、

実験室研究ならびにフィールド観察をより深化させることを目的に、「人間らしさ」の研究に関連する3件の課題を

推進した。(1)意識のメカニズム：麻酔効果実験ならびにデータの理論的解析を用いてヒトを含む霊長類における麻

酔薬の薬物動態、薬力学的基盤をさぐる。派遣者の宮部貴子は英国リンカーン大学で動物行動評価と意識評価の解

析を行った。オランダ・フローニンゲン大学医療センター(UMCG)では術中の麻酔薬の量を調節する方法として，

脳波を指標としたBISモニター法を習得し，より的確な麻酔技術を確立した。また，NONMEMという薬物動態解析

ソフトウェアを用いて、プロポフォールの量と効果の関係についてのモデルを作成する技術を習得した。そのパラ

メータとBIS値データを組み合わせて各個体の最適な麻酔動態モデルを作り上げることができるようになった。 
(2)ヒトの音声言語の起源：人間社会の重要なコミュニケーション手段である音声の霊長類的基盤をさぐる。派遣

者の香田啓貴は派遣先の英国セントアンドリューズ大学の連携機関であるエディンバラ動物園において共同研究

をおこなった。エディンバラ動物園で混合飼育されているフサオマキザルとリスザルの「混群」を対象とし，異種

間コミュニケーションについて解析をおこなった。キャンベルズモンキーの解析では，ヒトの会話とヒト以外の霊

長類のコミュニケーションに共通した会話ルールの存在とその後天的な学習のプロセスの共通性について系統的

な連続性を示した。ニホンザルのフードコールの実験では，同所的に生息するシカがサルのフードコールを利用し

ている「盗聴」の例を発見した。すなわち同じ採食メニューを利用するために異種間コミュニケーション(シカが

ニホンザルのフードコールに反応)を利用していることを明らかにした。派遣事業の最終段階では，フサオマキザ

ルのコミュニケーションのなかでとくに新しい音声の利用法について観察をおこなった。 
(3)母系・父系社会の発生機序：霊長類の原点ともいえる原猿類の社会構造を行動生態学的・分子集団遺伝学的

に解析し，その社会進化の特徴を明らかにする。派遣者の市野進一郎は，20年以上の長期観察において蓄積した，

マダガスカルのベレンティ保護区におけるワオキツネザルの社会行動のデータから，社会構造，社会組織，および

配偶システムの解析を進め、以下の結果を得た。①ワオキツネザルの雌は生涯を通して繁殖をおこなう。②出産お

よび幼児の生存は群れのサイズに正の影響を受ける。③雌の追い出しは大人雌の数に正の影響を受ける。④アカビ

タイキツネザルは大きい群れの方が繁殖上の不利益があり，追い出しもおきやすい。⑤ワオキツネザルでは繁殖へ

の雄の関与は，優位雄に偏っている。また，父系社会の発生機序の解析において，担当研究者の橋本千絵は，ウガ

ンダ・カリンズ森林保護区に生息する野生チンパンジーM集団を対象に野外調査を行った結果，移入したばかりの

若い未経産雌において，妊娠とそれに続く流産が起きていることを初めて明らかにした。 
以上のように，2年半の事業展開における派遣者の努力によって，多くの新知見を得ることができ，また国際共

同研究の推進の基盤を盤石なものにした。これらの成果は参加した若手研究者の今後の研究の発展と，国際共同研

究ネットワークの拡充に多いに寄与するものと思われ，優れた派遣事業であったといえる。 
(文責：平井啓久) 

 

 
7. 人間の進化 
特別経費事業「人間の進化」 
 特別経費（プロジェクト分）事業名「人間の進化の霊長類的基盤に関する国際共同先端研究の戦略的推進―人間

の本性と心の健康を探る先端研究―」、事業代表者：松沢哲郎、担当教員：平井啓久、高田昌彦、中村克樹、古市

剛史、岡本宗裕、濱田穣、友永雅己。事業実施期間：平成 23 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日まで（7 年間） 
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平成 24 年度の事業成果は以下の通り。本事業は、人間の進化を明らかにする目的で、世界初となるヒト科 3 種（人

間とチンパンジーとボノボ）の心の比較を焦点とした霊長類研究を総合的に推進し、人間の「心の健康」を支えて

いる進化的基盤を解明するものである。「ヒト科 3 種の比較認知科学研究」という新機軸を打ち立て、こころ、か

らだ、くらし、ゲノムという霊長類学の多様な研究分野で、日本固有の国際的な貢献を不動なものとする。第 2 年

度となる平成 24 年度は、最先端研究基盤支援事業（平成 22-24 年度）と連動して、霊長類研究所のチンパンジー

研究施設を充実させ、京都など遠隔地からの利用を可能にした。また京大野生動物研究センター・熊本サンクチュ

アリのチンパンジー研究施設も整備して、希少種の保全と研究の連携体制を構築した。これと平行してチンパンジ

ーとボノボの野外研究をアフリカ（コンゴ民主共和国とウガンダ）でおこなった。また補完するものとしてアジア

の霊長類研究（テングザルほか）を継続実施した。こうした国際連携事業のために、教員（3 名：平田・山本・松

田）、外国人研究員（１名）、外国に常駐する研究員（2 名）、外国語に堪能な職員（2 名）等を配置して、英語によ

る研究教育を充実させた。こうした研究基盤を支援するものとして、人類進化モデル研究センターに霊長類実験研

究用大型設備（マカク用グループケージ第 3 号）を導入し、霊長類研究所が保有する 13 種 1200 個体のサル類の健

康管理を追及する検査体制を確立した。具体的な研究成果としては、チンパンジーの注意や感情の比較認知科学研

究が進んだ。またチンパンジー14 個体の全ゲノム解析をすすめ 3 個体を完了し、感覚遺伝子等について大型類人

猿情報ネットワーク（GAIN）でデータベース公開した。北米からのボノボの導入交渉も進んでおり、平成 25 年度

中に導入する見通しで、事業はほぼ順調に推移している。 
なお本事業の一部として、京都大学ブータン友好プログラムの主宰部局としての役割を果たしている。平成 24

年度は、全学経費ならびに京都大学教育研究振興財団の支援をあわせて、派遣 2隊と初めての招聘 2隊を実施した。

王立ブータン大学長のペマ・ティンレイ氏一行を平成 24 年 9 月に京都に招き、松本紘総長との面談が実現した。

平成 25 年 5 月に大学間交流協定を締結する運びとなった。なお、西澤和子研究員を平成 23 年度に引き続き王立テ

ィンプー病院に派遣している。活動の詳細は以下のホームページで確認されたい。http://www.kyoto-bhutan.org/ 
 (文責：松沢哲郎) 


